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1．はじめに 

 モータリゼーションの進展に伴い、地方都市におい

ては郊外部に大型商業施設や飲食店等の立地が相次い

でいる。その一方、中心市街地では衰退が進み深刻な

社会問題となっている。また日本においては高齢化社

会を迎え、更なる高齢化が予測され問題視されている。

これらの問題点の解決策として、現在日本各地におい

て導入が検討されている新交通システム Light Rail 

Transit（以下 LRT）は、既存のバスや路面電車にはな

い定時制や低床式といった多くのメリットがあり有効

であると考えられる。また LRTの目新しさによる来訪

者の増加や高齢化社会への対応などが考えられる。こ

れまで宇都宮市においても LRT導入に向けての調整・

検討 1）2）が進められてきたが、数多くのメリットが予

想される反面、採算性という大きな不安を抱え、改め

て市民へ導入の是非が問われている。 

 そこで本研究は現在の宇都宮市における個々の住民

の交通行動を把握し、LRT が導入された際に個人属性

によりどのような交通行動変化が見られるのかをアン

ケート調査を元に予測することで、LRT 導入の有用

性・意義を検討するものである。 

 

2．属性ごとに見たLRTの利用動向 

(1)アンケート調査概要 

 LRT導入に対して市民はどのような意見を持ってい

るのか、またLRTに関して知識を得た場合どのように

反応するのかを知るためアンケート調査を実施した。

調査対象は宇都宮市主催の新交通システム説明会に参

加した一般市民と、宇都宮大学、宇都宮女子高の学生

とする。調査は2003年8月～11月に全6回実施し、有効 

 
 

 

 

 

回答数248（有効回答率91.5％）を得た。アンケートの

主な設問項目を表1に示す。LRTの利用意向については

5段階評価の選択形式で、利用圏域については具体的な

所要時間を回答してもらった。 

(2)利用意向について 

 表2はLRTが導入された際に、各端末交通機関を用い

たLRTの利用意識を問う設問に対し年代別に集計した

結果である。ここでは10代20代を若年層、30～50代を

中年層、60代以上を高年層と定義する。これより若年

層中年層ではB&R、P&R、C&R、W&Rの順に利用意向

が高くなっているのに対し、高齢者におけるP&Rの利

用意向が著しく低いことが伺える。 

 表 2 年代別の利用意向 

（％） 若年層 中年層 高年層

P&R　（自動車） 56.1 66.1 41.3

B&R　（バス） 47.0 59.3 54.4

C&R　（自転車） 73.5 71.2 50.0

W&R　（徒歩） 76.5 71.2 54.4

 

 

 

 同様に居住地別に見たものが表3である。これより宇

都宮市内に在住している人よりも、宇都宮市外に住む

人の方が利用の意識が高いといえる。 

 表 3 居住地別の利用意向 

（％） 宇都宮市内 市外

P&R　（自動車） 49.7 70.3

B&R　（バス） 48.6 57.8

C&R　（自転車） 67.6 70.3

W&R　（徒歩） 69.4 73.4

 

 

 

(3)利用圏域について 

 LRTを利用すると仮定し各アクセス方法で自宅から

何分なら利用するかという設問において、利用しない

人の割合がロジスティック曲線に近い分布を示した。

そこで以下の式（1）のＹには利用しない人の割合、X

には利用圏域（分）を当てはめ、利用率50％の利用圏

域を算出した。これは利用圏域をLRT駅までのアクセ

ス時間（分）で示したものである。その結果を表4に示

す。これより若年層ではどの端末手段においても利用

圏域が小さくなっている。また高年層においては徒歩

での圏域が大きい値となっており、高年層での利用意 

表 1 アンケート設問項目 

個人属性 年齢・性別･住所・職業・勤務先
現在の交通行動 現在利用している交通機関
ＬＲＴの利用意向 ＬＲＴが導入された際の利用の有無
ＬＲＴの利用圏域 自宅から何分ならＬＲＴを利用するか
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識の高さが伺える。 

 

 

 

 

 

 表5は同様に居
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3．高齢者の交通

 利用率や利用

高齢者における交

(1)高齢者率の推

 図1は平成4年か

成12年にかけての

者の増加率を示し

のである。図から

ように中心部では

者が減少している

対し、それを取り

うに高齢者が増加

いることが分かる

(2)車に依存しな

 谷口ら3）の研究

都宮都市圏総合都

果を元に行動群に

齢、性別、職業、

 

 

 

 

 

 

ものである。その結果を図2に示す。これより非車依存

高齢者は全体の約11％を占めており、車依存男性就業Y=a/(1+b*exp(-c*X))・・・式（1）
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住地別に分析した結果である。これよ

る人の方が利用圏域は大きく特に自

の傾向が顕著に表れている。 

宇都宮市周辺に住む人が市内への移

RT導入が期待されていることが考え

者型が約24％と最も大きい割合を占めている。 表 4 年代別利用圏域 
分） 若年層 中年層 高年層

自動車） 9.8 12.0 11.5

（バス） 10.5 13.2 12.1

自転車） 8.7 11.2 9.3

（徒歩） 7.2 9.1 11.6

図3は非車依存高

齢者がどのような居

住分布をしているの

かを示したものであ

る。これより公共交

通が充実した中心部

と、公共交通が十分

とはいえない郊外部

に居住が集中してい
行動変化の予測 

圏域でも特徴が伺えた高齢者に着目し、

通行動の現況把握をする。 
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(3)高齢者の交通行動

表 5 居住地別利用圏域 図 3 非車依存高齢者の分布 

分） 宇都宮市内 市外

自動車） 10.3 11.7

（バス） 11.0 12.8

自転車） 6.9 11.6

（徒歩） 7.8 9.7

 LRTの仮想導入ルートを想定

の非車依存高齢者の交通行動を分析した。これより「ト

リップなし」すなわち外出をしない人が過半数を占め

ていることが分かった。特に中心部から離れ郊外部へ

行くほど外出しない高齢者が増加する傾向が伺えた。

つまり車を移動手段として用いていない高齢者の多く

が、日常の交通に不自由を感じていることが考えられ

る。こうした高齢者にとって、今後LRTが導入される

ことにより外出が容易になることから、中心市街地へ

と足を運ぶ機会が増加することが予測される。 

 

4．

本研究におい

利用圏域を分析した。その結果、属性ごとの特徴を

把握することが出来た。特に高齢者においては、これ

まで交通手段がなく外出する頻度が少なかった人が、L

RTを利用し中心市街地へ出かけることが可能になる

などの行動変化が予測される。今後の課題としては、

高齢者に限らず様々な属性における行動変化を予測す

ること、サンプル数を増やすことで精度の向上を図る

ことが挙げられる。 

 

図 1 高齢者増加率 

図 2 行動群の割合 
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